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地域連携課 共有

差出人: 地域連携課 共有 <hkd-as-chiikirenkei@ki.mlit.go.jp>
送信日時: 2025年2月4日火曜日 11:34
件名: 【旭川開発建設部】 道北地域づくり通信＜第8号＞
添付ファイル: 1_シンポジウムリーフレット.pdf; 2_配布物調書.xlsx

//////////////////////////////////////////////////
道北地域づくり通信 ＜第８号＞

～みんなで創ろう！ HOT&COOL DOHOKU～
//////////////////////////// /////////////////////
※本メールは、これまでに名刺交換させて頂いた方、道北地域づくりワーク

ショップにご参加いただいた方に BCC 送信しています
※各関係者様に情報展開して頂けますと大変助かります

みなさまこんにちは。
道北地域づくり通信事務局の 旭川開発建設部 地域連携課です。

今回お届けする内容は、
１．道北地域づくりキックオフシンポジウム開催（２月１８日）について（再周知）
２．シンポジウム・交流会で配置するチラシ等の募集について
３．「道北地域づくり共創応援企業・団体」募集について（再周知） です。

------------------------------------------------------------------------

１．道北地域づくりキックオフシンポジウム開催（２月１８日）について（再周知）
まだお席に余裕がございますので、皆様のご参加を心よりお待ちしてます！

【概要】第９期北海道総合開発計画の目標実現に向けて、官民の垣根を越えた
「共創」の取組として、「道北地域づくりワークショップ（WS)」を開催
しました。
その結果、道北地域の魅力や課題解決のためのアイデアがつまったアク
ションプランの提言をいただきました。
この WS の成果の発表と次年度以降に向けたキックオフとして、「道北
地域づくりキックオフシンポジウム」を開催いたします！
なお、シンポジウム終了後には交流会も開催いたします！

【日時】令和７年２月１８日（火） １４：３０～１７：００（開場 14:00）
【場所】アートホテル旭川 ３階 ボールルーム１（旭川市７条通６）
【定員】会場３００名（入場無料） オンライン５００名
【申込方法】下記 URL、又は別添「シンポジウムリーフレット」の参加申込
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フォームからお申し込みください
○お申込 URL：https://questant.jp/q/kyousei_sympo

【申込締切】令和７年２月１０日（月）１７：００まで
※定員に達した場合、予定より早く申込みを締め切る場合がございます

-------------------------------------------------------------------------

２．シンポジウム・交流会で配置するチラシ等の募集について

上記１でお知らせしましたシンポジウム及び交流会の会場に、道北地域の
魅力をＰＲするチラシ、パンフレットなどを配置するコーナーを設ける予定
です。
地域のイベント情報、観光案内、特産物の情報、文化・観光施設などを PR
する配布物の配置を希望される方は、２月１８日当日、シンポジウム会場へ
お持ちよりいただき、受付担当へお申し出ください。

なお、予め配置用テーブル等の台数等を把握したいことから、配布物の内
容を別添「２_配布物調書」に記載のうえ、【２月１３日（木）】までに、以下の
メールアドレスへお送りください。

【送付先：地域連携課共有メールアドレス】
hkd-as-chiikirenkei@ki.mlit.go.jp

-------------------------------------------------------------------------

３．「道北地域づくり共創応援企業・団体」募集について（再周知）

【概要】旭川開発建設部では、WS で提言いただいたアクションプランをより実
効性の高いものにするため、地域の団体・個人が行う各取組に支援、応援、
協力等様々な形で連携していただける企業や団体を「道北地域づくり共
創応援企業・団体（応援企業）」として募集・登録しています。
そして、登録された応援企業と、道北地域づくりアクションプランを実施
する地域の団体・個人とのマッチングを行い、地域が行う取組をより応援、
下支えしていくことを目指します。

【申請方法】旭川開発建設部 HP に掲載している「道北地域づくり共創応援企
業・団体登録要領」に定める申請書類を作成のうえ、旭川開発建設
部地域連携課共有メールアドレス宛てに送付、又は郵送してくだ
さい。

○旭川開発建設部 HP：
https://www.hkd.mlit.go.jp/as/tiiki_sinkou/a079ll000000bqny.html
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○地域連携課共有メールアドレス：hkd-as-chiikirenkei@ki.mlit.go.jp
【お問合せ】旭川開発建設部 地域連携課

ＴＥＬ：0166-32-3079

＊＊HOT & COOL DOHOKU！＊＊
道北の未来のために皆様と共に熱く頑張って参ります。
ご協力のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。
――――――――――――――――――――――――――――MLIT
（送信元）道北地域づくり通信 編集長

■事務局 国土交通省 旭川開発建設部 地域連携課
〒０７８－８５１３ 旭川市宮前 1 条 3 丁目 3 番 15 号
℡ ０１６６－３２－３０７９（ダイヤルイン）
Email hkd-as-chiikirenkei@ki.mlit.go.jp

共に北海道の未来を創る ～第９期北海道総合開発計画～
http://www.hkd.mlit.go.jp/ky/ki/keikaku/u23dsn0000000fqs.html



会場定員 300名
オンライン定員 500名

2 10申込期限：

北海道開発局 旭川開発建設部 地域連携課

お問合せ

入場無料

【パネルディスカッション】
「道北“連携”地域づくりワークショップからはじまる地域の共創」
■コーディネーター
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hkd-as-chi ikirenkei@ki.mlit .go. jp

プログラム

＜主催＞国土交通省北海道開発局旭川開発建設部
＜共催＞国土交通省北海道開発局留萌開発建設部及び稚内開発建設部、北海道上川総合振興局、旭川市、士別市、名寄市、富良野市、鷹栖町、東神楽町、当麻町、 比布町、

愛別町、上川町、東川町、美瑛町、上富良野町、中富良野町、南富良野町、占冠村、和寒町、剣淵町、幌加内町、下川町、美深町、音威子府村、中川町
＜協力＞公益財団法人 はまなす財団
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【基調講演】
「北海道の持続的発展は地域の連携と共創から」
筑波大学大学院 名誉教授 石田東生氏

14:30-14:40 【開会 主催者挨拶】 旭川開発建設部長 岩下幸司

【道北地域づくりキックオフ交流会】会場：３階ボールルーム217:30-19:30

・ご参加にはお申し込みが必要です。QRコードから専用
応募フォームへの入力をお願いします。

・ご提供いただいた個人情報は、当日の参加確認に使用
させていただき、他の目的には使用いたしません。

・お申し込みは、定員になり次第、締め切らせていただき
ます。

14:40-15:20

15:30-17:00

(株)ジェイアール東日本企画
■パネリスト

■コメンテーター

ノースコネクション
士別観光協会
(株)増山建設
ふらの農業協同組合
(一社)大雪カムイミンタラDMO
筑波大学大学院 名誉教授
(公財)はまなす財団

（参加費5,000円）

山本聖 氏
秋元奈緒美氏
石川陽介 氏
井野克彦 氏
佐藤孝博 氏
森田直 氏
石田東生 氏
谷一之 氏

月 日(月)



旭川駅旭川駅旭川駅
数値地図(国土基本情報)(国土地理院)より

アートホテル旭川

アートホテル旭川

駐車場
（タイムズアートホテル旭川）

（㈱増山建設 常務取締役）
（ふらの農業協同組合

営農部 副部長）
（(一社)大雪カムイミンタラDMO

事務局長）

基調講演 講師＆コメンテーター

石田 東生 氏（筑波大学大学院名誉教授）

1951年大阪府生まれ。東京大学工学部土木工学科卒業、同大学院工学系研究科修士課程修了。工学博士。
フィリピン大学客員教授、筑波大学大学院システム情報工学研究科社会システムマネジメント専攻専攻長などを経て、
現在、筑波大学名誉教授。国土交通省社会資本整備審議会委員・道路分科会長、国土審議会委員・北海道開発分科会長、
デジタル庁モビリティWG有識者構成員、経済産業省デジタルライフライン全国総合実現会議有識者構成員などを務める。

コーディネーター

パネリスト

アートホテル旭川
道北地域づくりキックオフシンポジウム：3階ボールルーム1
道北地域づくりキックオフ交流会 ：3階ボールルーム2

会場のご案内

（旭川市7条通6）

登壇者のご紹介

本シンポジウムについて

元小田急百貨店商品統括部マーチャンダイザー。
カリスマバイヤーとして注目を集め、2008年より中小
機構本部プロジェクトマネージャーに就任、半官半民
の見地で全国の中小企業の支援活動を開始。

2 0 1 0 年 に小田急百貨店を退社し、現在は
(株)ジェイアール東日本企画 チームiCHi 総合プロ
デューサー、(一社)地球 MD 代表理事、(一社)ノア
ソビ SDGs 協議会 理事を務める。

山本 聖 氏（(株)ジェイアール東日本企画）

秋元 奈緒美 氏
（ノースコネクション 代表）

石川 陽介 氏
（士別観光協会）

井野 克彦 氏
佐藤 孝博 氏 森田 直 氏

谷 一之 氏（(公財) はまなす財団 専務理事）
2015年に下川町長に就任。2023年4月に退任後、

8月より公益財団法人はまなす財団専務理事、札幌大学
客員教授に就任。
SDGs未来都市の指定や定住・移住に係るドゥタンク

の設置、ビジネスホテルの建設や下川応援団の設置、
中小企業制度の拡充など、地域振興や産業振興に取り
組む。

北海道大学経済学部卒業
後、政府系金融機関に就職。
2016年、(株)増山建設に入社、
現場経験等を経て現職に至る。
富良野青年会議所シニアクラブ、

旭川建設業協会二世会、富良野
建設業協会事務局長、富良野建
設業青年会副会長、ふらの花火
大会実行委員会事務局長などを
務める。

北見市出身。農学修士（畜
産学専攻）。平成9年に長野県
の皮革製造メーカーに勤める。
平成10年より北海道に戻

り、JA北海道中央会に勤務。
本所（札幌）・北見支所・旭川
支所と10年を経て平成20年に
JAふらのの門戸をたたく。
現在は、JAふらの営農部営

農課副部長兼課長を務める。

生まれは函館、札幌育ち。
就職を機に旭川市へ。
平成8年に旭川市役所へ入

庁。令和6年より(一社)大雪カ
ムイミンタラDMO事務局長に
就任。
地域の舵取り役となり、圏

域の民間・行政一体型のブラ
ンド形成や観光関連産業の振
興、交流人口の拡大による地
域経済の活性化の取組を進める。

士別市出身。30歳を機に、
地域おこし協力隊としてUターン。
2021年ゲストハウス&カフェバー
エストアールを開業。
2022年市議会議員初当選。

2024年(同)しべつデザイン発足、
同年市内旅館を事業承継。市
内外のハブづくりをはじめ、
地域の課題解決へ様々な立場
から邁進中。

旭川市生まれ。旭川市の
女性が笑顔で生きやすくなる
ためにセミナーやイベントを
行う団体ノースコネクション
の代表。立ち上げから5年、
旭川市女性活躍推進課との
協働事業などを請け負う。
個人としては26年のOLを経

て「人間と動物が健康で共に
暮らす」を提案するワンズ
・ハーツ店長、カウンセラー。

※お車でお越しの場合は、ホテル駐車場（有料）をご利用ください。
※駐車場には限りがありますので、公共交通機関でのご来場にご協力願います。

＜広域図＞ ＜会場周辺図＞

数値地図(国土基本情報)(国土地理院)より

いしだ はるお

やまもと さとし たに かずゆき

あきもと いしかわ いの かつひこ
さとう たかひろ もりた すなお

「第９期北海道総合開発計画」では、高い食料供給力や魅力的な観光資源、豊富な再生可能エネルギー等の北海道の価値を
最大化するとともに、それらの価値を生み出す生産空間の維持・発展を目標に掲げ、その実現のためには「官民の垣根を越え
た共創」が重要とされています。
旭川開発建設部では、共創の取組を推進するため「道北地域づくりワークショップ」を開催し、道北地域の魅力や課題解決

のアイデアがつまったアクションプランの提言をいただきました。その成果の発表と次年度以降に向けたキックオフとしてシン
ポジウムを開催します。

（五十音順）
なおみ ようすけ

コメンテーター



※配布物は地域のイベント情報、観光案内、特産物の情報、文化・観光施設などをPRするものをお願いします。
※配布物は概ねA4サイズ程度のものを３点、50部（枚）以内でお願いします。
※ポスターの展示はできません。
※配布物の余剰分については、ご担当者様にて当日のお持ち帰りをお願いします。

配布物に係るご担当者
種類 部（枚）数 所属・氏名・電話・Eメール

記載例
◯◯町
（株）◯◯
開発太郎

イベント
観光PR

◯◯まつり
◯◯博物館

年に１度の冬のイベント
・・・・・・

チラシ
パンフレット
リーフレット

50

旭川開発建設部地域連携課
◯◯◯◯
0166-32-3069
abcde@mlit.go.jp
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道北地域づくりキックオフシンポジウム
【配布物調書】

配布物
団体名 項目 タイトル 概要


